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論文内容の要旨















(成長因子)シ グナルに応答 して正中鰭や過剰肢を形成する活性が存在する.応 答能が存
在するにも関わらず,実 際の脊椎動物で前肢と後肢の間に対肢が形成されることはない.
応答能のある広い領域の中で決まった領域にだけ肢芽を誘導する機構はどのようなもので











































度 が 上が って いる こ とが知 られ てお り,素 早 い分 節が 小 さ な体 節 を産 み 出 して いる と予想




有顎脊椎動物は基本的に2対 の対肢(あ るいは対鰭)を もち、3対 以上の対肢をもつ種は
化石種 を含めても存在 しない。また胴部長に対する相対的な四肢サイズには種間差がある





胚を用いた実験では、四肢 とわき腹の領域の範囲を限定する要因 となる組織 として沿軸中胚
葉に着 目し、さまざまな交換移植実験か ら各領域 レベルの前体節板中胚葉が異なる位置情報
を側方の側板に与えていることを明らかにした。 このことは、動部形態の多様性形成に中軸
組織からの影響が重要であることを示唆 している。 さらに本研究では、鳥類で得 られた上の
知見を、形態の多様性 に富む爬虫類 に応用す る目的で、爬虫類胚 を用いた解析 を行ってい
る。ただ しこれまで世界中で爬虫類を用いた実験発生学研究は非常に少なく、とくに有鱗 目
の分子 レベル での発 生研 究は皆無であった。 そ こで、爬 虫類有鱗 目ヤモ リ ゐ即θぬ畑









活動を行 うに必要な高度の研究能力と学識 を有することを明瞭に示 してお り、野呂美幸提出
の論文を,博 士(生 命科学)の 博士論文 として合格 と認める。
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